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今
年
一
杯
続
く
気
配
の
戒
厳
令

　

テ
ロ
と
麻
薬
、
加
え
て
中
国
の
脅
威
—
—
。

今
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。〝
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ト
ラ
ン
プ
〟
と
の
異

名
を
取
る
同
国
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、

麻
薬
撲
滅
で
高
い
支
持
率
を
誇
っ
て
い
る

が
、
騒
乱
は
大
統
領
の
出
身
地
で
あ
る
南

部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
を
舞
台
に
発
生
。
民
間
人

を
巻
き
込
み
、
連
日
の
よ
う
に
過
激
派
の

襲
撃
や
テ
ロ
が
相
次
い
で
い
る
。
全
島
に

発
令
さ
れ
た
戒
厳
令
は
、
今
年
い
っ
ぱ
い

継
続
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

戒
厳
令
が
出
さ
れ
る
と
、
治
安
当
局
は

令
状
な
し
で
身
柄
拘
束
や
捜
索
が
可
能

だ
。
こ
の
国
で
は
１
９
７
２
年
に
マ
ル
コ
ス
大

統
領
が
こ
れ
を
布
告
、
長
期
独
裁
政
権
の

足
掛
か
り
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
戒
厳
令

に
対
す
る
国
民
の
反
発
は
根
強
い
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
の
戦
闘
は
、
こ
れ
ま
で
に

過
激
派
約
５
０
０
人
が
殺
害
さ
れ
る
一
方
、

市
民
や
警
官
約
１
５
０
人
も
死
亡
、
過
激

派
が
建
物
を
襲
撃
し
市
民
を
人
質
に
取

り
、
こ
れ
に
対
し
て
国
軍
が
激
し
い
掃
討

作
戦
で
臨
む
な
ど
、
ド
ロ
沼
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。

　

反
政
府
組
織
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
お
り
、
一
般
市
民
を
盾
に
抵
抗
を

続
け
、
戒
厳
令
発
令
か
ら
半
年
が
経
過

す
る
今
も
一
向
に
収
ま
る
気
配
は
な
い
。

も
と
も
と
同
島
は
剛
腕
で
知
ら
れ
る
ド
ゥ

テ
ル
テ
大
統
領
の
出
身
地
だ
が
、
こ
と
に

マ
ラ
ウ
ィ
で
は
反
政
府
組
織

「マ
ウ
テ
・
グ

ル
ー
プ
」
が
中
心
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

「ア

ブ
サ
ヤ
フ
」
も
参
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
過
激
派
グ
ル
ー
プ
が
爆

弾
製
造
で
参
加
。
加
え
て
シ
リ
ア
、
イ
ラ

ク
を
拠
点
と
し
て
い
た
「イ
ス
ラ
ム
国
」
（Ｉ

Ｓ
）
の
一
部
も
入
り
込
み
、
「
マ
ラ
ウ
ィ
に

イ
ス
ラ
ム
国
家
建
設
」
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。
「
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
」
は
タ
バ

オ
市
で
も
テ
ロ
行
為
を
展
開
、
大
統
領
の

お
膝
元
だ
け
に
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
も

「
メ
ン
ツ
を
潰
さ
れ
た
」
と
、
そ
の
憤
り

は
凄
ま
じ
い
。
反
徒
に
は

「パ
ン
サ
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
自
由
戦
士
」
（
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）、
共

産
武
装
勢
力

「
新
人
民
軍
」
（
Ｎ
Ｐ
Ａ
）

な
ど
も
参
加
、
主
義
主
張
も
複
数
だ
。

　

麻
薬
撲
滅
を
掲
げ
た
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
は
、
１
年
前
の
就
任
か
ら

「麻
薬
密
売

人
は
皆
殺
し
だ
」
と
宣
言
、
す
で
に
１
０

０
０
人
単
位
の
密
売
人
が
、
軍
隊
や
警
官

に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
、
刑
務
所
は
密
売
人

に
よ
っ
て
す
し
詰
め
、
超
満
員
の
有
様
。

紛
争
解
決
の
兆
し
は
全
く
見
え
な
い
ま
ま

だ
。
反
政
府
勢
力
は
市
民
生
活
の
中
に
入

り
込
み
、
普
段
は
過
激
行
動
を
控
え
て
い

る
も
の
の
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
深
く

浸
透
し
て
お
り
、
見
分
け
も
困
難
だ
と
言

う
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
で
の
支
援
者
が
多
い
が
、
あ
ま
り
の
強

権
ぶ
り
や
戒
厳
令
に
反
発
、
支
援
者
の
一

部
が
抵
抗
軍
に
寝
返
っ
た
例
も
あ
る
。だ
が
、

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は

「
時
代
は
変
わ
っ

た
の
だ
。
今
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
こ
と
を

考
え
る
べ
き
だ
」
と
突
き
放
し
て
お
り
、

反
発
は
複
雑
か
つ
根
強
い
。

　

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
領
海
を
主
張
し
て

い
る
南
シ
ナ
海
問
題
で
は
、
就
任
後
早
々
、

中
国
の
習
近
平
主
席
と
会
談
し
た
際
、
ガ

ム
を
噛
ん
で
の
不
遜
な
態
度
に
、
周
囲
か

ら
批
判
の
声
も
聞
か
れ
た
。
ド
ゥ
テ
ル
テ

大
統
領
は

「口
中
に
腫
物
が
で
き
た
た
め

だ
」
と
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
う

見
て
も
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
は
ガ
ム
を
噛
ん

で
い
た
と
し
か
見
え
な
い
。
周
囲
の
こ
と
を

一
切
気
に
か
け
な
い
態
度
は
、
周
囲
を
ハ

ラ
ハ
ラ
さ
せ
た
。
さ
ら
に
７
月
の
王
毅
外

相
と
の
会
談

（
カ
イ
タ
ノ
外
相
）
で
は
、

両
国
が
二
国
間
協
議
を
再
開
し
た
南
シ
ナ

海
問
題
に
つ
い
て
王
外
相
が

「
適
切
な
解

決
方
法
を
探
る
正
常
軌
道
に
戻
っ
て
い
る
」

と
言
明
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
、
同
問
題
が
主
議
題
に
な
ら
な
い
よ

う
地
な
ら
し
を
求
め
た
。
た
だ
し
、
当
の

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、
後
刻
こ
の
こ
と

を
聞
き

「中
国
の
ミ
サ
イ
ル
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
向
い
て
い
る
か
ら
な
」
と
述
べ
て
い
る
。

  

悪
戦
苦
闘
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争

国
際
ア
ナ
リ
ス
ト

　

　   

甲
斐
正
史

  

「
風
見
鶏
」

　
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
正
念
場
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課
題
は
「
治
安
」
と
「
イ
ン
フ
ラ
」

　
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
外
交
面
で
は
抜

け
目
の
な
い
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。
南

シ
ナ
海
で
の
中
国
の
主
権
主
張
を
退
け
た

ハ
ー
グ
仲
裁
裁
定
を
〝
棚
上
げ
〟
に
し
、

中
国
に

「
外
交
姿
勢
を
評
価
す
る
」
と

言
わ
し
め
、
見
返
り
に
イ
ン
フ
ラ
建
設
や

農
業
・
漁
業
支
援
、
過
激
派
対
策
へ
の
協

力
を
取
り
つ
け
て
い
る
。
日
本
と
も
今
年

１
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
た
安
倍
首

相
と
会
談
、
今
後
５
年
間
で
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
中
心
に
約
１
兆
円
規
模
の
支
援
を
約

束
、
ソ
ツ
の
な
い
対
応
を
見
せ
た
。

　

米
国
も
事
態
を
重
視
、
空
母
２
隻
の
南

シ
ナ
海
へ
の
派
遣
を
決
め
た
が
、
あ
く
ま

で
も

「公
海
や
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
安
泰
の
た

め
」
と
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
も
、
人
道

支
援
と
し
て
避
難
民
の
救
助
に
部
隊
を
派

遣
し
て
い
る
。

　

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
外
交
で
は

「
自

主
独
立
外
交
」
路
線
を
追
求
す
る
と
宣

言
し
て
い
る
が
、
前
大
統
領
の
反
中
路
線

を
か
ら
一
転
、
中
国
寄
り
に
。
見
返
り
に

総
額
２
４
０
億
ド
ル
相
当
の
経
済
協
力
を

取
り
つ
け
た
。
ロ
シ
ア
と
の
関
係
強
化
に
も

前
向
き
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
も
会
談
、

貿
易
・
投
資
の
促
進
な
ど
経
済
協
力
で
合

意
し
て
い
る
。
し
か
し
、
対
米
輸
出
シ
ェ
ア

は
15
％
と
依
然
高
く
、
米
国
の
Ｂ
Ｐ
の
産

業
へ
の
投
資
、
運
用
の
貢
献
度
は
大
き
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
、
米
国
・
日
本
を
信

頼
し
て
い
る
も
の
の
、
中
国
へ
の
不
信
感
は

相
変
わ
ら
ず
根
強
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
が
１
９
８
０
年
代
に
経
験

し
た
外
貨
主
導
の
輸
出
志
向
型
工
業
化
に

出
遅
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
長
ら
く
低
成

長
に
苦
し
ん
だ
。
人
口
は
１
億
人
を
突
破

し
、
な
お
も
年
率
２
％
で
増
加
、
平
均
年

齢
も
す
こ
ぶ
る
若
い
。
長
期
的
に
消
費
市

場
の
成
長
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
投
資

は
拡
大
が
望
め
る
と
言
う
。
し
か
し
、
周

辺
国
と
の
投
資
誘
致
競
争
に
勝
つ
に
は
、

政
治
外
交
の
安
定
が
何
よ
り
必
要
だ
。

　

ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
は
イ
ン
フ
ラ
予
算
の
Ｇ

Ｐ
Ｐ
比
を
２
０
１
５
年
の
４
％
か
ら
２
０
０

０
年
に
は
７
％
に
引
き
上
げ
た
い
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
案
件
、
鉄
道
敷
設
、

港
湾
整
備
と
国
家
事
業
は
山
積
し
て
い
る
。

し
か
し
、
製
造
業
な
ど
へ
の
直
接
投
資
は

同
国
の
賃
金
水
準
と
同
規
模
の
周
辺
国
と

比
較
す
る
中
で
、
市
場
規
模
が
大
き
く
、

か
つ
産
業
集
積
が
進
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

そ
れ
に
中
国
の
華
南
地
域
と
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
、
政
治
が
安
定
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

に
走
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
産
業
は
こ
れ
と
い
っ
た
規

模
の
も
の
が
な
く
、
米
国
や
日
本
、
韓
国

へ
の
出
稼
ぎ
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
し
め
て

い
る
の
が
実
情
だ
。
国
内
の
麻
薬
、
テ
ロ

対
策
は
国
際
信
用
上
か
ら
も
大
き
な
課

題
で
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
荒
療
治
に
、

あ
る
程
度
の
共
鳴
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

も
頷
け
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
の
ド
ゥ
テ
ル
テ

大
統
領
へ
の
支
持
層
は
厚
く
、
デ
モ
で
も

大
統
領
支
持
を
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ
が
多
い
。

支
援
者
は

「
ド
ゥ
テ
ル
テ
は
未
曽
有
の
大

統
領
だ
。
82
％
の
支
持
率
が
そ
れ
を
語
っ

て
い
る
」
と
、
励
ま
し
の
声
も
聞
か
れ
る
。

だ
が
、
経
済
的
に
も
貢
献
度
の
高
い
米
国

に
対
し
て
、
彼
は
は
冷
や
や
か
な
態
度
を

貫
い
て
い
る
が
、
や
は
り
米
国
の
支
援
は

必
要
で
、
対
米
離
反
は
、
政
治
、
経
済

上
の
リ
ス
ク
に
な
る
だ
ろ
う
。
ド
ゥ
テ
ル
テ

大
統
領
の
手
腕
が
試
さ
れ
て
い
る
。

　ミンダナオを訪問し将兵に檄を飛ばすドゥテルテ大統領（フィリピン国防省）
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